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懲
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…
…
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…
…
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…
…
…
…
…
…
…

８

三

閉

会
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議
案
第
一
号

平
成
二
十
三
年
度
青
森
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
基
本
方
針
案

平
成
二
十
三
年
度
青
森
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
基
本
方
針
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
度
青
森
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
基
本
方
針

青
森
県
立
高
等
学
校
に
お
け
る
入
学
者
の
選
抜
は
、
こ
の
方
針
に
よ
っ
て
実
施
す
る
。

入
学
者
の
選
抜
は
、
教
育
の
機
会
均
等
の
精
神
に
の
っ
と
り
、
公
正
か
つ
妥
当
な
方
法
で
、
各
高
等
学
校
及
び
学
科
の
特
色

に
応
じ
、
能
力
・
適
性
、
意
欲
、
努
力
の
成
果
な
ど
を
様
々
な
観
点
か
ら
評
価
し
、
適
正
に
選
抜
さ
れ
る
よ
う
実
施
す
る
も
の

と
す
る
。

一

入
学
志
願
者
の
通
学
区
域
は
、
県
下
一
円
と
す
る
。

二

全
日
制
の
課
程
及
び
定
時
制
の
課
程
の
入
学
者
の
選
抜
等
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

選
抜
は
、
前
期
選
抜
及
び
後
期
選
抜
に
分
け
て
行
い
、
一
人
、
前
期
選
抜
一
校
一
学
科
、
後
期
選
抜
一
校
一
学
科
に
出

(一)
願
で
き
る
。

、

、

（

「

」

前
期
選
抜
は

一
般
選
抜
枠
と
特
色
化
選
抜
枠
を
設
け

中
学
校
の
校
長
か
ら
提
出
さ
れ
る
調
査
書

以
下

調
査
書

(二)
と
い
う

、
青
森
県
教
育
委
員
会
が
実
施
す
る
前
期
選
抜
の
学
力
検
査
の
成
績
及
び
各
高
等
学
校
が
定
め
る
選
抜
資
料

。
）

等
に
基
づ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

後
期
選
抜
は
、
調
査
書
、
青
森
県
教
育
委
員
会
が
実
施
す
る
後
期
選
抜
の
学
力
検
査
の
成
績
及
び
各
高
等
学
校
が
定
め

(三)
る
選
抜
資
料
等
に
基
づ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

前
期
選
抜
、
後
期
選
抜
と
も
、
当
該
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
学
科
間
で
第
二
志
望
を
認
め
る
。

(四)
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前
期
選
抜
の
合
格
者
は
、
後
期
選
抜
を
受
検
で
き
な
い
。

(五)

連
携
型
中
高
一
貫
教
育
を
実
施
す
る
高
等
学
校
の
入
学
者
の
選
抜
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
連
携
型
入
学
者
選

(六)
抜
を
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
調
査
書
及
び
学
力
検
査
の
成
績
以
外
の
資
料
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

す
る
。

三

通
信
制
の
課
程
の
入
学
者
の
選
抜
は
、
調
査
書
又
は
入
学
出
願
資
格
に
関
す
る
証
明
書
等
に
基
づ
い
て
行
い
、
学
力
検
査

は
実
施
し
な
い
も
の
と
す
る
。

四

青
森
県
教
育
委
員
会
が
実
施
す
る
学
力
検
査
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

前
期
選
抜
の
実
施
教
科
は
、
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
外
国
語
（
英
語
）
の
五
教
科
と
し
、
後
期
選
抜
の
実
施
教

(一)
科
は
、
国
語
、
数
学
、
外
国
語
（
英
語
）
の
三
教
科
と
す
る
。

各
教
科
の
学
力
検
査
問
題
は
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
る
基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
と
す
る
。

(二)
五

選
抜
に
当
た
っ
て
は
、
各
高
等
学
校
に
お
い
て
入
学
者
選
抜
委
員
会
を
設
け
、
公
正
に
行
う
も
の
と
す
る
。
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議
案
第
二
号

平
成
二
十
三
年
度
青
森
県
立
中
学
校
入
学
者
選
抜
基
本
方
針
案

平
成
二
十
三
年
度
青
森
県
立
中
学
校
入
学
者
選
抜
基
本
方
針
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
度
青
森
県
立
中
学
校
入
学
者
選
抜
基
本
方
針

一

入
学
志
願
者
の
通
学
区
域
は
、
県
下
一
円
と
す
る
。

二

入
学
者
の
選
抜
は
、
小
学
校
で
の
学
習
や
日
常
生
活
を
通
し
て
身
に
付
け
た
力
、
学
習
に
対
す
る
意
欲
な
ど
を
、
筆
記
に

よ
る
適
性
検
査
、
面
接
、
調
査
書
を
組
み
合
わ
せ
て
、
総
合
的
に
評
価
し
、
行
う
も
の
と
す
る
。

三

選
抜
に
当
た
っ
て
は
、
県
立
中
学
校
に
お
い
て
入
学
者
選
抜
委
員
会
を
設
け
、
公
正
に
行
う
も
の
と
す
る
。
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議
案
第
四
号

青
森
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

青
森
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
委
員
の
人
事
を
次
の
と
お
り
行
う
。

山

内

政

長

崎

昭

義

工

藤

敦

子

吉

岡

美

子

伊
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男

佐
々
木
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子

木

村

隆

文

川
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信

二

大

澤

陽

子

戸

塚

学

柳

谷

透

蝦

名

文

昭

木

村

徳

栄

相

坂

一

則

出

町

幸
太
郎

月

永

良

彦

大

坂

美

保
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青
森
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
委
員
に
任
命
す
る

任
期
は
平
成
二
十
二
年
七
月
六
日
か
ら

平
成
二
十
四
年
七
月
五
日
ま
で
と
す
る

平
成
二
十
二
年
七
月
六
日

青
森
県
教
育
委
員
会
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〔その他〕

平成２３年度青森県公立学校教員採用候補者

選考試験の高等学校家庭科の受験資格について

１．受験資格に調理師資格を付した理由

① 調理師免許を取得し、関連する職に就きたいという生徒の進路志望

実現を図ることが必要

② 高等学校の調理師養成施設には１名以上の調理師かつ教員免許所持

者の配置が必要

③ 県立高等学校の家庭科教諭 のうち調理師免許所持者は 、７４名 ２名

調理師養成施設の機能を将来的にも維持していく必要があることと人

事異動の固定化の解消

(参考)・これまでの高校家庭科過去１０年間の採用人数等について

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２

実 施 ○ ○ ○ ○

採用人数 １ ３ １ １

応募人数 ５９ ５５ ４８ ３２

※ 学級減等により、調理師免許のない高校家庭科教員の採用は難しい

状況

２．一般選考で募集することとした理由

① 一般選考の中で他の校種の受験者と同じ試験内容を課すことによ

り、より客観的に家庭科教員としての資質を見極めることが可能とな

ると考えられるため。

② 青森県はもとより全国から人材を得るためには、一般選考によるほ

うが広く周知されると考えられるため。

(参考)・他県市（奈良県・大阪市）でも一般選考の事例がある
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３．事前周知が困難な理由について

① 教員採用試験の募集教科・科目、人数、資格等の実施方法について

は、前年度の教員の人事異動結果や退職見込数などの様々なことを勘

案した上で、毎年度決定し、４月下旬に公表していることから、次年

度以降の教員採用試験の実施方法等を予め決定し、事前にお知らせす

ることは、極めて難しい状況にある。

・５月６日、７日に家庭科免許を取得できる県内３大学を含む県内(参考)

７大学に職員を派遣し、平成２３年度青森県公立学校教員採用候

補者選考試験においては、調理師養成施設を維持する必要がある

ため 調理師資格を付したことと中学校家庭科 特別支援学校 (中、 、

・高）家庭科の募集はあるため、大学新卒者の受験は可能である

こと等を説明。

４．これまでの対応

① ４月２６日に概要資料及び前年度との比較資料を提示しながら、募

集教科・科目、採用見込数、受験資格等について記者発表を行い説明

するとともに、青森県教育委員会のホームページに掲載。

② ５月２１日、県議会文教公安常任委員会において、調理師資格を加

えた理由、事前周知、今後の対応などについての質疑が行われ、理由

等について説明を行う。

③ ５月２１日、広く県民の皆様に説明する必要があることから、今回

の募集背景などに関するお知らせとして青森県教育委員会のホームペ

ージに掲載。
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〔その他〕 

 

職員の懲戒処分の状況 

平成２２年６月（５月１日～５月３１日分） 

 

        青森県教育委員会 

 

事案１ ①被処分者   上北地域市部以外の小学校 事務職員（２２歳 男性） 

    ②事件の概要等 速度超過（３０km/h 以上５０km/h 未満） 

・平成２２年１月２８日（木）午前１時２７分頃 

・東津軽郡平内町内の国道 

・最高速度６０km/h のところ、９１km/h で走行 

    ③処分内容   戒告 

    ④処分年月日  平成２２年５月２８日 
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